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１ はじめに 

 本書の刊行は，2025年 2月である。原稿執

筆から刊行までの期間を考慮すると，本書の

内容は，第 2 期トランプ政権発足(2025 年 1

月 20日)直前の脱稿と推測される2。 

  すなわち，第 2期トランプ政権下の状況は

反映していない。ただし，このことが本書の

提起している米国の 8つの文化的・政治的課

題の重さをいささかも減ずるものではない。 

 

 著者は本書の冒頭を，「はじめに」で「いま

アメリカ各地で，数々の絵本が禁書となって

いる。」（本書, p.3）で始める。 

続けて，「アメリカの非営利団体『ペン・ア

メリカ』の調べによると，2023-2024 学校年

度に 4000冊を超える本が禁書となっている。

禁書の対象となっているのはヤングアダルト

(以下，YA)と呼ばれる若者向けの書籍と絵本

を含む児童書であり」（本書, p.3）と続ける。 

 こうした事態について，米国の文化的，政

治的な背景を次のように述べている。 

 

  2021 年に突如として出現した禁書推

進グループは「親の権利」というフレー

ズを多用する。自分の子どもが何を学ぶ

かは政府や学校ではなく，親に決定権が

あるとする主張だ。(中略)いつの時代に

も禁書はあった。それらは出版時の時代

性やモラルに反するとして，単体で禁書 
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とされたものであり，現在の禁書運動で

見られるような一度に数十冊以上がま

とめて禁書申請されるといったもので

はなかった。（本書, p.3-4） 

  

なお本書では，対象を主として絵本として

いる3。引用を続けよう。 

 

  本書では，あえて絵本にフォーカスし

た。禁書指定された絵本を中心に，約 100

冊を取り上げ，「黒人」「LGBTQ」「アジア

系」「イスラム教徒」「障害」「女性」な

どテーマ別にまとめ，登場人物と物語を

詳しく検証した。それぞれの絵本に何が

描かれ，なぜ禁書とされたのかを解き明

かしていく。（本書, p.5） 

 

ただし同書での「禁書」の定義は次である

ことに留意が必要である。 

  

本書での「禁書」は，出版の差し止め

や流通からの完全排除を指すものでは

なく，全米の学区ごとの決定，および特

定の州での州法によるものを指す。（本

書, p.7） 

 

 すなわち学区ごとやその運動を拡大した州

法を根拠とする学校からの「本」の排除であ

る。排除の「論理(生理感)」は，マイノリテ

ィ関連の主題に対する「忌避(嫌悪)感」が底

に読み取れる。 

 本書の第 1 章の冒頭で「禁書運動のはじま

り」として，書物「1619 プロジェク」を取り

上げている4。 

 

 ここで描かれている「古き良きアメリカ」

を取り戻すべく，さまざまなマイノリティを

描いた絵本を禁書してまわる保守派(？)の

人々。ここから浮かび上がるのは，分断され

た「価値観戦争」の姿である。 

 

 本書の目次は以下である。 
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 はじめに 

第一章  黒人 

 Column 禁書推進派の運動① 保守系 

保護者団体「マムズ・フォー・リバティ」 

第二章  LGBTQ 

  Column 性教育の絵本 

 第三章 女性 

 第四章 障害 

    Column 禁書推進派の運動② フロリダ州 

知事デサンティスの誤算 

 第五章 ラティーノ / ヒスパニック 

  Column 禁書推進派の運動③ テキサス州 

の過激な移民政策 

 第六章 アジア系 

 第七章 イスラム教徒 

  Column 歴代大統領・選挙・憲法の絵本 

 第八章 アメリカ先住民 

  Column 禁書反対派の対抗 

 あとがき 

 

 また，6 つのコラムは，トピックスについ

ての関連した話題を提供している。すべての

章に網羅的に対応してはいないが，トピック

スを取り巻く「空気感」は得られる。 

 以下「第 1章 黒人」を例として，本書の展

開構成を腑分けしてみる。 

 

２「価値観戦争」の断面 

2.1黒人 

 北米に奴隷としてのアフリカ人が初めて連

行された 1619 年をアメリカ黒人史の始まり

とした「The 1619 Project: A New Original 

Story / Nikole Hannah-Jones(One World 

2021)」は，雑誌連載の後，書籍化され，高校

のカリキュラムに取り入れる動きがカリフォ

ルニア州で進んだ。 

 これに対抗する保守派の勢力は，黒人史を

テーマとする書籍を，学校から排除する「禁

書運動」を展開してきた。ここで「禁書運動」

とは，州，カウンティ，学校区等の当該コミ

ュニティから排除することである。 

 排除範囲が当該学校のみであれば，公共図

書館ではアクセス可能である。また書店，オ

ンラインショップで販売されている場合もあ

る。 

 排除の対象は黒人史から「髪型，肌の色，

音楽，黒人文化などを描いた作品にも及んで

いく」(本書，p.21-22) 

  禁書推進派は，「こうした内容は人種間の分

断を助長する『批判的人種理論 (CRT,  

Critical race theory)』だと主張する。(本

書, p.22) 

  しかし，本来の批判的人種理論とは，人種

差別が法制度や社会制度に組み込まれており，

人種的マイノリティを抑圧しているとする学

術的な概念である。 

 目的とするところは，人種と法，権力との

関係を批判的に分析し，人種差別を是正する

ことにある。しかし，禁書推進派はこうした

本来的概念から逸脱した「誤用」を意図的ま

たは無自覚に使用している。 

 以下，本章で取り上げている図書をいくつ

か紹介しておく。 

 ・『The Undefeated』(屈服しない) 

  星条旗を手に南北戦争(1861-1865)に 

従軍した黒人兵は「恐れを知らない 

(unafraid)」， 

   マーティン・ルーサー・キング牧師 

(1929-1968)の強い意志と運動は「無限の

(Unlimited)」， 

    警官に射殺された少年マイケル・ブラ 

ウン(1996-2014)に遺影には「言葉もでな 

い(unspeakable)」， 

等々が描かれている。 

 

 黒人への謂われない暴力は，奴隷制時代か

ら面々と続いているが，現代では警察・警官

によって行われている。これに対抗するため

に生まれたのが BLM(Black Lives Matter)で

ある。 

 2012年フロリダ州で，トレイヴォン・マー

ティン(17 歳)が自称自警団の男(ジョー・ジ

マーマン)に殺害される。抗議団体としての

BLM設立。 

 2014年ミズリー州で，マイケル・ブラウン

(18歳)が警官により射殺され，地元住民の抗
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議デモにより BLMが全米での周知事項となる。 

 2020年ミネソタ州で，ジョージ・フロイド

(46歳)が警官に9分以上首を押さえつけられ

て死亡。この事件への抗議デモにより，BLM

は世界各地に広がる。 

 著者は一連の事象を次のように評価してい

る。 

 

  BLMはデモによる抗議活動を指すと同時

に，理念としての「黒人の命は大切だ」を

意味し，人々の心に深く浸透した。（本書, 

p.25） 

 

 以下，簡単に話題の書をあげておく。 

・『 Something Happened Our Town: A 

Child’s Story About Racial Injustice』

(私たちの街でなにかが起こった 人種に

よる不正義についての子どもの物語) 

 ・『The ABCs of Black History』(黒人史の 

ABC) 過去の黒人運動(公民権運動)から現

在の BLM(Black Lives Matter)までをアルフ

ァベット順に描く。 

・黒人の髪，肌の色をテーマにした次の 

図書なども，規制対象とされた。 

  『Hair Love』(ヘア・ラヴ) 

  『Sulwe』(スルウィ) 

  『Skin Like Mine』(私みたいな肌) 

 

 このように黒人を独自のユニークな人間と

して扱ったテーマの本は現在まで様々な規制

対象となっている。 

 

2.2 Column 禁書推進派の運動① 保守系保護

者団体「マムズ・フォー・リバティ」 

 コロナ渦中の 2021年フロリダ州で設立。著

者は次のように批判的に紹介している。 

 

  全米の学校はコロナ禍によって 2020

年 3月に閉鎖され，在宅オンライン学習

に移行した。閉鎖は翌学校年度の開始時

期(州により 2021 年の夏～秋)まで続い

た。その間，長期にわたる学校閉鎖やマ

スク着用義務に異議を唱え，子どもの教

育方針は政府や学校でなく親が決める

もの，「親の権利」であると主張する親

のグループがあちこちに現れた。以後

「親の権利」は教育全般について保守派

が繰り返すスローガンとなっていった。 

(中略) 

  M4L（Moms for Liberty, 筆者補注）

は，設立からわずか 3 年で，全米 48 州

に計 310 の支部を展開し，会員数 13 万

人を有する組織にまで肥大した。（本書, 

p.44-45） 

   

 以下，Columnの小項目のみ示しておく。 

禁書運動に利用された教育委員会 

極右グループとの繋がり 

 

 本書では，「黒人」を始めとして，8つの属

性による社会集団を対象として，絵本を客体

に「禁書されるアメリカの未来」を浮かび上

がらせる試みである。 

現在社会ではさらにネットワーク接続許可，

SNS サービス参加規制なども新しい課題とし

て論議に上っている。 

 また米国における福音派プロテスタントの

活動内容，メガチャーチ活動などは絵本が主

体であるので視野の外である。 

 本書の論述テーマの外にも多くの目配りが

必要な事項はあることを強調して，本稿を閉

じたい。 
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引用文献・注 

 
1 堂本かおる (@nybct)・X 

 https://x.com/mybct 

 どうもと・かおる CD情報誌の編集者を経て 1996

に渡米，ニューヨーク在住。黒人文化や移民，米国

社会事情などについて，雑誌，新聞，Webに寄稿。 
2 Donald J. Trump 1964.06.14- 

  第 45代大統領 2017.01.20-2021.01.20 

  第 46代大統領  2025.01.20- 
3 禁書の対象である YA書籍と絵本を含む児童書の全

体から，主として絵本を対象としたことについては，

明示されていない。 

 あえて推測すれば，主題範囲の広範化による焦点

の拡散を避けたのであろうか。 
4 日本での出版が現状ではない書籍については，本書

での紹介を採用した。以降，同様である。 

 Nikole Hannah-Jones『The 1619 Project Story』

(1619プロジェクト) New York Time Magazine. 北

米大陸へのアフリカ人到達から 400年目にあたる

2019年 8月である。 

 大きな反響を呼び 2021年に書籍化された。Nikole 

Hannah-Jones『The 1619 Project: A New Origin 

Story』(1619プロジェクト 新たな起源の物語) 

 この動きに反発して，保守派の白人たちは，黒人

史を主題とする書籍を学校から排除する運動を開始

した。 

 また「1619プロジェクト」から，絵本版『1619プ

ロジェクト 水の上で生まれて』が出版されている。

絵本版も同様に禁書の対象とされている。 
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